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Ⅰ．事業成果概要 

 

１ 実証中の平塚波力発電所を活用した電池推進船の漁業利用の実証実験 

 

 

 

 

 

(1) 電池推進船の漁業（補助を含む）利用及び漁業環境の整備への利用実験 

 

① 電池推進船への給電実験 

波力発電所からの給電を想定して、「らいちょうⅠ」の充電設備と平塚漁港荷捌き所の給電設

備の改造を行い、CVCC（Constant Voltage Constant Current：定電圧定電流）電源を用いた給

電実験を行った。 

充電に用いることができる電力は、系統から受電し

ている配電盤の電流の上限が制約となり、電池推進船

への充電中に他の機器が稼働するとブレーカが落ちて

しまう事象も発生した。 

このため、波力発電に限らず自然エネルギーを変換

して発電される電力は変動を伴うので、安定的に電力

を利用するためには、蓄電池等を活用して変動を吸収

する仕組みが必要であることを確認した。 

 

② 電池推進船の漁業（補助を含む）利用及び漁業環境の整備への利用実験 

定置網漁場への往復を想定した電池推進船の海域運航を行い、航跡と電力消費量を記録すると

ともに、乗船した漁業者等からの意見聴取を行った。漁業者からは、「騒音が少なくてよい」「排

気ガスの匂いがなくてよい」といった好意的な意見と、「もっとスピードが出る必要がある」「漁

労装置の操業には力不足ではないか」といった不安を示す意見が得られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
(電池推進船らいちょうⅠの運航試験) 

（荷捌き施設配電盤と電池推進船への給電用配線） 

(2月 3日 2本目の航跡と電力消費) 
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(2) 電池推進船の特徴を活かした、定置網等への効率的な操業に関する技術の実験 

 

① 電池推進船の特徴を活かした、定置網等への効率的な操業に関する出漁を可能とする技術の実験 

限られた電力で操業するためには、漁船の航行速度（船速）を抑制する必要があることから、

定置網漁船の船速に対する２漁場への往復可能回数を船速別に算定した。 

 

② 定置網内の水中画像伝送装置の開発 

定置網への魚群の入網状況を事前に確認して効率的な出漁を行うため、箱

網に入網した魚種・量の見える化を目標に、水中 VTRカメラの画像、遠隔電

源制御システムにおける電波の到達距離、海上水中 VTRカメラ設置システム

（海上プラットホーム）のテストを行い、水中 VTRカメラによる画像伝送シ

ステムの実用化の可能性を確認した。 

 

③ ユビキタス魚探を用いた効率的な操業に関する取組み 

出漁前の漁場の流向・流速情報を参考に出漁の可否を判断することに

より、漁船の燃油使用量の削減とＣＯ２の排出抑制を目指すものである。 

漁業者自らが、操業の都度、魚探ブイ（ユビキタス魚探）からの流

向・流速情報と漁場における実際の操業状況（揚網の可否）の記録を行

い、蓄積した記録から、揚網できない状況における漁場での流向・流速値

を決定し、操業への活用を開始した。 

 

(3) 実験結果の検討会の開催 

実証実験終了後、実証実験関係者や漁業者による意見交換会を３回開催し、電池推進船の漁業利

用に関する課題や今後の方向性について協議した。 

 

(4) 漁業のカーボンニュートラル化に向けた課題の整理 

今回は「らいちょうⅠ」と同程度の全長と推進機関の利用が可能な小型漁船を想定し、航行を仮

定した CO2排出量を試算した。今後、実際に漁業利用している漁船については、燃料油使用量を把握

して CO2排出量を計算し、漁労機械の電動化に関して調査・検討を進めていく。 

  

(魚探ブイ／ユビキタス魚探) 

(海上プラットホームの試作品) 
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２波力発電所の設置による海岸保全に対する社会意識の醸成 

 

(1) 新型波力発電装置のコンセプト実証（EV 部品の波力発電への活用法調査） 

① 新型波力発電所のコンセプトの構築 

平塚波力発電所の実証実験から得られた改良点を踏ま

えて検討を行い、45kW→100kW への出力の拡大とコンパク

ト化を新型波力発電所のコンセプトとして構築した。 

 

 

 

 

② ベンチ試験 

新型波力発電装置のコンパクト化を図るため、電気自動車（EV）用駆動モータを発電機（EVG ）

として使用する発電システムについて、ベンチ試験により検証した。 

 

(2) 新型波力発電装置による海岸保全効果のシミュレーション 

地形変化モデルによるシミュレーションを行った結果、波力発電装置の

反射板の設置によりトンボロが発達し、その後の砂の堆積は概ね安定し、

以降は顕著な地形変化は みられないことから、海岸保全効果は十分あるも

のと推察された。 

 

(3) 新型波力発電装置の平塚海域での適地選定調査 

平塚地点において新型波力発電装置の適地を検討するため、海岸地形調査を実施し、平塚新港から

花水川河口までの平塚海岸（東西約 2,500m、南北約 450mの範囲）の等水深図を作成した。 

 

 

 

 

 

 

 

(4) 海域での調査等について漁業者と調整 

平塚市漁業協同組合役員会において、海域調査等に関する説明と意見交換を行った。 

 

(5) 海域利用者等への説明会 

海域利用者（漁業関係者、海洋レクレーション利用者等）を対象として、WEB会議方式を併用した

意見交換会を、平塚市漁業協同組合会議室を会場として開催し、現地会場が１名、WEB会議方式が

14名の合計 15名の参加者に対する事業説明と意見交換を行った。また、参加者を対象として、アン

ケートによる意識調査を実施し、11名から回答を得た。 

  

（地盤高平面図および断面図） 

（地形の経時変化計算結果） 

（新型波力発電装置/出力 100kWのコンセプト） 
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３ブルーカーボン実証実験（波力発電所を活用した藻場の造成による CO2 固定）  

 

(1) 平塚波力発電所周辺の深浅測量並びに生物調査 

 

① 深浅測量 

波力発電所周辺の海底を３Ｄスキャンソナーにより測量調査し、

発電所設置に伴う海底地形の変化を確認した。 

 

② 生物調査 

波力発電所周辺及び新港内の海藻類の植生、食害の原因となる植食性生物と捕食状況について調

査を行い、効果的な藻場造成のための基礎資料とした。 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 海藻の定着実験と CO ２固定量の調査 

① 海藻の育成試験 

波力発電所周辺、新港内、沿岸部の３か所でワカメ種苗の育成試験を行い、生育状況の比較によ

り、それぞれの育成環境を確認した。 

  ② CO2吸収量の調査 

 育成試験によるワカメ収穫量から CO2吸収量を試算し、ブルーカーボン効果を確認した。  

（新港内で生育したワカメ） （発電所周辺のワカメ育成試験） 

（3D解析映像） 

（植生調査） （生物調査/イシダイ） （捕食状況調査） （生物調査/ウニ類） 

（波力発電所を活用した藻場造成のイメージ） 
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Ⅱ．実証実験における CO2の固定・削減量の試算 

 

１．電池推進船の漁業（補助を含む）利用及び漁業環境の整備への利用実験に係る 

CO2削減量の試算 

 

(1) 試算内容 

波力発電所から給電されて運航する定置網漁船を想定し、波力発電所稼働日において平塚漁港から

定置網漁場間を往復した電池推進船の運航回数に対応した燃油（軽油）削減量から CO２削減量を試算

した。 

 

(2) 試算条件及び結果 

Ａ 定置網漁船の漁場１往復当たり平均燃油使用量(※1) 80ℓ＝0.08kℓ 

Ｂ 動力漁船（軽油使用）の CO２排出係数(※2) 2.624 tCO2/kℓ 

Ｃ １航海当たり CO２削減量（Ｃ＝Ａ×Ｂ） 0.21 tCO2 

Ｄ 実験期間中の電池推進船の定置網漁場への航海回数 ３回 

Ｅ 実験期間中の CO２削減量（Ｅ＝Ｃ×Ｄ） 0.63 tCO2＝630㎏ CO2 

（※1）平塚市漁業協同組合資料による 

（※2）2010年,長谷川勝男,わが国における漁船の燃油使用量と CO２ 排出量の試算,水産技術 

 

 

 

２．電池推進船の特徴を活かした、定置網等への効率的な操業に関する技術の実験に係る 

CO２削減量の試算 

 

(1) 試算内容 

定置網漁業者が、魚探ブイ（ユビキタス魚探）からの流向・流速情報を出漁前に入手し、揚網で

きない潮早と判断して出漁を断念した日数から、削減された漁場往復に要する燃油（軽油）量から

CO２削減量を試算した。 

 

(2) 試算条件及び結果 

Ａ 定置網漁船の漁場１往復当たり平均燃油使用量(※3) 80ℓ＝0.08kℓ 

Ｂ 動力漁船（軽油使用）の CO２排出係数(※2) 2.624 tCO2/kℓ 

Ｃ １航海当たり CO２削減量（Ｃ＝Ａ×Ｂ） 0.21 tCO2 

Ｄ 実験期間中、魚探ブイデータに基づく出漁中止日数 ２日（11月 2,22日） 

Ｅ 実験期間中の CO２削減量（Ｅ＝Ｃ×Ｄ） 0.42 tCO2＝420㎏ CO2 

（※3）川長水産㈱の 11月の日別の操業資料と給油状況資料から算定 
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３．ブルーカーボン実証実験に係る CO2吸収量の試算 

 

(1) 試算内容 

 ワカメ種苗の育成試験において、収穫したワカメの成長重量に対する CO２の吸収量を試算する。 

 

(2) 試算条件 

 ワカメ種苗の育成試験において、幼芽重量と収穫時の重量との差を成長量とする。 

 湿重量の成長量を乾重量に換算する。（乾重量／湿重量＝0.14）(※4) 

 推定炭素吸収量(tonＣ)＝現存量(㎏ D.W./㎡)×P/B 比×炭素含有率(％)×面積(ha)の式により、

現存量×面積を成長量として推定炭素吸収量(㎏Ｃ)を求める。（ワカメ P/B比＝1.0）(※5)   

(※4) 三浦浩・伊藤靖・吉田司(2013)：漁港の生態系構造と生物現存量の推定,土木学会論

文集（海岸工学）B2,Vol.69,N0.2,1211-1215 

(※5) 独立行政法人 森林総合研究所(2004)：混合域・黒潮域の藻場における CO2 収支の

把握,森林、海洋等における CO2収支の評価の高度化,森林総合研究所交付金プロジ

ェクト研究成果集 3,101-103, 

■条件 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 試算結果 
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４．実証実験における CO2の固定・削減量の試算結果（まとめ） 

 

項  目 試算結果 

電池推進船の漁業（補助を含む）利用及び漁業環境の整備への

利用実験に係る CO2削減量 
630㎏ CO2 

電池推進船の特徴を活かした、定置網等への効率的な操業に関

する技術の実験に係る CO２削減量 
420㎏ CO2 

ブルーカーボン実証実験に係る CO2吸収量 11㎏ CO2 

計 1,061 ㎏ CO2 

 

 

 

≪海藻草類の湿重量から炭素量への換算係数 (※4)≫ 

≪P/B比：混合域・黒潮域藻場での炭素吸収量数 (※5)≫ 

≪動力漁船（軽油使用）の CO２排出係数 (※2)≫ 

■ 参考資料 


